
会 議 録 
 

会 議 名     令和元年度第１回小金井市小口事業資金融資審議会 

事 務 局     市民部経済課産業振興係 

開催日時     令和元年１０月２８日（月）午前9時30分～午前11時00分 

開催場所     小金井市商工会館２階小会議室 

出 

 

席  

 

者 

委 員 濱野智徳、益田あゆみ、田頭寿晃、小林功、小野克博、西田剛 

その他 なし 

事務局 
高橋啓之 経済課長    鈴木拓也 産業振興係長 

津田理恵 産業振興係主任 

傍聴の可否 可・不可・（一部不可） 傍聴者数 ０人 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、  

その理由 

 

会議次第 別紙のとおり 

会議結果 別紙「審議経過」のとおり 

提出資料 別紙のとおり 

その他 なし 



令和元年度 第１回小金井市小口事業資金融資審議会 会議次第 

 

 

                   日 時：令和元年１０月２８日（月） 

                       午前９時３０分～ 

                   場 所：商工会館２階小会議室 

                        

 

１ 開  会 

 

２ 議  題  

 

⑴ 会長及び副会長の選出 

⑵ 会議録の取扱いについて 

⑶ 平成３０年度融資あっせん・実行状況について 

⑷ 令和元年度融資あっせん・実行状況について 

⑸ 経営安定化緊急資金について 

⑹ その他 

 

３ 閉  会 

  

 配布資料 

    資料１ 小金井市小口事業資金融資あっせん条例・施行規則 抜粋 

    資料２ 会議録の取扱いについて 

資料３ 平成３０年度小口事業資金融資あっせん申込・実行結果集計(月別) 

資料４ 令和元年度小口事業資金融資あっせん申込・実行結果集計(月別) 

資料５ 小口事業資金に係る予算の執行状況について（平成２９年度～令和元年度） 

資料６ 平成３０年度条例改正により新設した資金及び要件緩和を受けた申込の状況 

    資料７ 経営安定化緊急資金の取扱いについて 

    資料８ セーフティネット保証５号について 
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１ 開 会 

経済課長が開会の宣言を行った。 

本日、委員６名中６名の出席を得ている。小口事業資金あっせん条例施行規則第５条に

基づき、令和元年度第１回小金井市小口事業資金融資審議会会議が成立していることを報

告した。 

 

２ 議 事 

 

⑴ 会長及び副会長の選出 

当該職の選出にあたり、経済課長が議事の進行を行い、小金井市小口事業資金融資あっ

せん条例第７条第６項の規定に基づき、濱野委員を会長に、益田委員を副会長に選出する

ことで委員全員が賛成し決定した。 

以降の議事進行を会長が行うこととなった。 

 

⑵ 会議録の取扱いについて 

事務局： 別添資料２をもとに会議内容の記録方法等について説明し、今期の取扱いにつ

いて諮った。 

従前どおり、会議内容の要点記録とし、発言者名の記載を省略する形式とすること

で異議なし。 

 

⑶ 平成３０年度融資あっせん・実行状況について 

⑷ 令和元年度融資あっせん・実行状況について 

事務局： 平成３０年度及び令和元年度（令和元年９月末日現在）の状況について資料３・

資料４をもとに、申請件数及び資金種別、業種別、経営組織別の実行件数等を説明。

続いて資料５をもとに平成２９年度から令和元年度第Ⅰ・四半期までの保証料補助金

及び利子補給金に係る予算の執行状況について報告を行った。次に資料６をもとに

平成３０年度条例改正により新設した資金及び要件緩和を受けた申込の状況を説

明した。 

 

      質疑応答は以下の通り。  
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委 員： 今年度申込件数が伸びているが、広報の方法を変更したか。 

事務局： 昨年度から変更したことはない。 

委 員： 消費税増税の影響により、借換資金の申込が増えてくるのではないかと予想 

していたが、まだ数字には表れていない。今後、申込が増加するなどにより、予

算が不足した場合、補正予算対応等は考えているのか。 

事務局： 補正予算、流用による対応のほか、今年度の申込を打ち切ることも検討する。 

また、平成３０年度に新設した借換資金については保証料補助を行わないた

め、その分から補填されることも想定される。執行状況の推移を見ながら検討す

る。 

委 員： 申込を打ち切る場合、審議会を開催するか。 

事務局： 審議会を開催するかについては未定であるが、基本的には市の政策判断である

と考えている。 

委 員： 条件緩和により中小企業にとって使いやすくなったと思う。それは数字にも表

れているので、引き続き周知を進めてほしい。 

委 員： 増加傾向にあるということは、開業する事業者が増えているとか、資金が不足

する事業者が増えているなどの理由があると思われるが、現場での感触はいか

がか。  

事務局： 設備資金の平均申込額が年々減ってきており、借換も含め運転資金が件数、申

込額ともに増えていることから、新たな設備投資を行うよりは、現状維持に充て

る資金に利用されていることが考えられるため、事業を維持するための資金が不

足している事業者が増えているのではないかと思う。 

会 長： 開業資金が減っているようなので、手厚く広報を実施するとよい。 

保証料補助金は予算残額があるため、借換資金にも保証料補助を行うことを検

討してもよい。 

平成３０年度新設の借換資金や、住所要件の緩和について、順調に申込が増え

ていることがわかったので改正してよかったと思う。 

事務局： 借換資金については、既存融資から継続する資金なので、保証料を補助してい

ない。なお、借換資金実行時に既存融資の保証料が返還された際に、保証料補助

金の返還は求めていない。 
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⑸ 経営安定化緊急資金について 

事務局： 資料７をもとに、経営安定化緊急資金融資あっせん制度について説明し、今後

の取扱いについて事務局で検討したいため、委員から意見を伺いたい旨を説明し

た。 

 

     質疑応答は以下の通り。 

 

委 員： 緊急というところに着目し、売上減少率よりも利子補給の利率を検討してはい

かがか。売上減少率は今のままでもよいのではないか。 

委 員： 償還期間を５年等に伸ばすことができれば、便利になると思う。これまで、売

上減少率が緊急資金の要件に合致していても、償還期間が希望に沿わず、緊急資

金以外の資金を利用していた事業者がいたと考えられる。償還期間を延長すると、

そういった事業者からの緊急資金の申込が増えると思う。 

会 長： 現行の制度で一番ネックになるのは、償還期間３年であると思われるので資料

７のＢ案がよいと思う。また、売上減少率が81％という極端な数字があるが、売

上の計上方法を変えた等で減少した場合は、趣旨と反すると思う。これまでは請

求書ベースで計算していたが、出荷ベースにしたなど、売上の計上方法を変えて

いないかを調べた方がよい。 

委 員： 税込か税抜かでも差が生じる可能性がある。 

事務局： 減少率は、確定申告の法人概況説明書の月別売上金額や、事業者が定期的に記

録している帳簿等を確認している。事業者により異なるため、できれば統一的な

様式があるとよいかもしれない。 

委 員： 白色申告の場合、売り上げはカレンダーやノートにつけてもよいこととなって

いる。基本的には白色申告なので、統一的な様式を求めるのは難しいと思う。売

上減少率はある程度操作できる可能性もあるので、そこはあまり確認する必要は

なく、緊急資金というメニューが存在することが大事だと思う。償還期間を延長

してしまうと、緊急資金以外の資金から緊急資金に流れて行ってしまうので、緊

急資金以外の資金と同じにする必要はないと思う。 

事務局： もともと、売上減少率は操作できる部分があるので、ある程度厳しくできな

いか、また、償還期間３年というのは緊急であるからこそ厳しいのではないか

という話があり、予算の制約も踏まえながら、厳しくする部分と緩和する部分

のバランスをとり、償還期間を５年に延長し、売上減少率を５％に上げるとい 
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う案を出した。２６市の状況を見ると、売上減少率を比較する期間はおおむね

３か月または１年で、それを小金井市だけが変えるのはバランスが悪いかなと

思っている。 

 また、償還期間及び金額を変更する場合は条例改正が必要である。 

会 長： 条例改正する場合に、今のような質問がでるかもしれないので、売上減少率

の確認の際に計上方法を変更していないかを確認するなどの規定があるとよ

いと思う。 

  

⑹ その他 

   セーフティネット保証５号について 

事務局： 資料８をもとにセーフティネット保証５号の概要及び小金井市における令和

元年度（令和元年９月３０日現在）の認定申請件数について報告を行った。 

 

３ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
































